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芸術(美術・工芸) 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

指導と評価の一体化の実現に向けた「題材の学びの見通しワークシート」と「Google Classroom」の

活用による授業実践

(2) 研究のねらい

生徒が題材を通して、造形的な見方・考え方を働かせ主体的に学ぶ姿勢を身に付けるために、生徒の

学習過程の充実や、教師の指導に生かす評価の充実を目指し、先行研究にあるワークシートを活用した

授業実践を研究した。また、Google Classroomを活用して、生徒がお互いの学びを共有し協働的な学

習活動ができるよう工夫する。 

２ 実践事例 

(1) 題材指導計画

ア 科目名：「美術Ⅰ」（１学年）

イ 題材名：空間造形プロジェクト～私の考える「○○な空間のための３原則」～・デザイン

ウ 題材の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）：

「知識及び技能」

・色彩や形、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果、造形的な特徴などを基に、全体の

イメージや作風などで捉えることを理解する。（〔共通事項〕）

・意図に応じて想定する空間やスケールモデルの材料や用具の特性を生かし、表現方法を工夫し、

目的や計画を基に創造的に表す。（「Ａ表現」(2)イ）

「思考力・判断力・表現力等」

・様々な人が利用する空間のデザインの目的や条件、美しさなどを考え、主題を生成するととも

に、公共的な空間のデザインの機能や効果、立体や空間の表現形式の特性などについて考え、創

造的な表現の構想を練る。（「Ａ表現」(2)ア）

・様々な人が利用する空間のデザインの目的や機能との調和のとれた洗練された美しさを感じ取

り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深める。（「Ｂ

鑑賞」(2)ア(ｲ)）

「学びに向かう力、人間性等」 

・主体的に様々な人が利用する空間のデザインの目的や機能などを基にした表現の創造的な諸活動

に取り組もうとする。

・主体的に様々な人が利用する空間のデザインの目的や機能などを基にした表現された作品などの

見方や感じ方を深める鑑賞の創造的な諸活動に取り組もうとする。

エ 題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知色彩や形、材料などの性質や

働き、造形的な特徴などを基

に、全体のイメージや作風など

で捉えることを理解している。

技意図に応じて想定する空間や

スケールモデルの材料や用具の

特性を生かし、表現方法を工夫

し、目的や計画を基に創造的に

表している。

発多くの人が利用して、楽しくな

ったり癒されたりするために、空
間の美しさなどを考え、主題を生
成し、様々な人が利用する空間の

デザインの機能や効果、立体、空
間の表現形式の特性などについて
考え、創造的な表現の構想を練っ

ている。
鑑利用する様々な人が楽しくなっ
たり、癒されたりするための目的

や機能との調和のとれた洗練され
た美しさなどを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な表現の工夫

について、見方や感じ方を深めて
いる。 

態表主体的に様々な人が利用する

空間デザインの目的や機能などを

基にした表現の創造的な諸活動に

取り組もうとしている。 

態鑑主体的に様々な人が利用する

空間デザインの目的や機能などを

基にした、見方や感じ方を深める

鑑賞の創造的な諸活動に取り組も

うとしている。 
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オ 題材の指導と評価の計画 □…「記録に残す評価」 ■…「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 評価のポイント・指導上のポイント 

１ １ 

導入  
〇題材の学びの見通しを持

つ。 
・「学びの見通しワークシ

ート」の活用の仕方につ
いて理解する。 

・デザインの役割や責任な
どについての理解をする
（資料１：学びの見通し
ワークシート-①）。 

・過去の生徒作品や学習活
動、デザイナーなどの作
品を参考に、学習過程や
完成のイメージを持ち題
材の学びの見通しを持
つ。 

・各プロジェクトの概要を
理解し、自分が課題解決
をしたいプロジェクトを
選択する（資料１：学び
の見通しワークシート-
②、別紙１：プロジェク
トの説明）。 

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 

 
 

｜ 
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 

活動の様子、発言の内容、「資料１：学びの見通し
ワークシート」 

【指導上のポイント】 

・生徒自らが題材の学びの見通しを持ち、粘り強く

自己調整しながら創造的な学習活動に取り組むた

めに、造形的な視点を働かせた学びを計画できる

ようにワークシートの活用方法を具体的に示し、

理解させる。 

・「目的や機能など考えた表現」であるデザインの

役割や責任などについて理解させ、社会性や公共

性への意識を持って、身近な生活環境や社会など

の様々な人が利用する、使用者が心豊かになる公

共的な空間についての課題を意識させる。 

・題材で扱う三つのプロジェクトの目的や条件等の

各概要を説明し、建築家のプロジェクトや、過去

の生徒作品などとともに、アイデアスケッチなど

の発想や構想、制作の試行錯誤の様子や気付きな

どが分かる資料を提示する。学習の過程のイメー

ジを持たせるために、作者が主題を設定した背景

や心情、それらを表現するための工夫について説

明し、公共的な空間デザインの作品の見方や考え

方を理解させる。 

【態表の評価のポイント】 

「資料１：学びの見通しワークシート‐①」や振

り返りの記述や発言の内容から、生徒が主体的に、

デザインの働きや、空間デザインの作品の見方・考

え方を理解しようとしている姿を活動の様子や発言

の内容、ワークシートの記述から見取り評価する。 

２ 

 

発想や構想１  
〇様々な人が利用する空間

デザインの目的や条件と
美しさなどについて考
え、主題を生成する。 

・様々な人が利用して、楽
しくなったり癒されたり
する目的や条件と、形状
や色彩、質感や光などで
構成する空間の造形的な
美しさなどについて考
え、どのような空間を目
指すか、目指す空間の姿
を作り出すために、造形
的な視点で「○○な空間
を作るための３原則」を
考える（資料１：学びの
見通しワークシート -
③、別紙２：アイデアシ
ート１、２、３）。 

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

｜ 
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【指導上のポイント】 
・生徒が題材を通して、造形的な視点を働かせ、学
びを自己調整できるようになるために、目的の空
間を作るために必要な視点を「○○な空間のため
の３原則」として自ら設定できるようにする。 

・各プロジェクトの公共的な空間デザインについ

て、学校図書館やＩＣＴを活用して情報を収集

し、課題を発見したりするなどして生活や社会に

おける役割や責任を理解させる。 

・身近な生活環境や人々が交流する場などにおける

課題と結び付けるなどして、使う人の立場に立っ

て、設置場所や利用する場面、使う人の心情や自

分が表したいと考えたことから主題を生成できる

ようにする。 

・自らの造形的な視点を明確にするために、グルー

プで意見を共有し考えを広げられるようにする。 

【知の評価のポイント】 

「資料１：学びの見通しワークシート-③」、

「別紙２：アイデアシート」の記述や発言の内容か

ら、「○○な空間のための３原則」を設定するため

に、空間や環境を作るために必要な造形的な視点を

働かせているかを評価する。 

 

態表 発 知 

２
～
３ 

知 発 態表 
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【発の評価のポイント】 

「資料１：学びの見通しワークシート-③」、

「別紙２：アイデアシート」の記述や発言の内容か

ら、調べたりグループで共有したりしたことなどか

ら、公共空間があることで解決できる課題を設定

し、そのための空間や環境を作るために必要な造形

的な視点を働かせて考えているかを評価する。 

３ 

 

鑑賞１ 
〇様々な人が利用して、楽

しくなったり癒されたり
する空間のデザインにつ
いての見方・感じ方を深
めるために、イサム・ノ
グチの生涯や作品などに
触れる（資料１：学びの
見通しワークシート -
④、別紙３：鑑賞シー
ト）。 

・クラス全体で公共的な空
間デザイン作品を鑑賞
し、鑑賞の視点を豊かに
し、見方や感じ方を深め
るために、作者や作品つ
いてＩＣＴを活用してグ
ループで協働し調べる 

・クラスで共有したこと
や、今までの経験などか
ら、感じたことや考えた
ことを「別紙３：鑑賞シ
ート」にまとめ、生活や
社会が心豊かになる公共
空間のデザインについて
総合的に考える。 

 

｜ 
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 

 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｜
｜
｜ 
 

 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｜ 
｜
｜ 
 

【指導上のポイント】 

・様々な人が利用する公共的な空間デザインの目的

や機能との調和のとれた洗練された美しさを感じ

取り、作者の心情や意図や、それらを表現するた

めにどのような創造的な工夫をしているのかとい

う視点を持てるようにする。 

・対話的な学びの視点を基に、イサム・ノグチの作

品の「モエレ沼公園」を鑑賞し、作者や作品につ

いてグループでＩＣＴを活用して調べ、クラス全

体での共有を通して、作品の背景にある意図や生

活や社会、時代、作者の思い・願いや工夫につい

て考えを広げ、主題をどのように生成していたか

考えさせるなど、鑑賞の視点を豊かにできるよう

にする。 

・ゴミの埋立て地を活用した「モエレ沼公園」の社

会的な貢献について理解し、生活や社会が心豊か

になるデザインの役割について理解させる。 

【鑑の評価のポイント】 

「別紙３：鑑賞シート」の記述や活動での発言の

内容から、公共的な空間や環境のデザインの見方や

感じ方を深めているかどうかを評価する。 

【鑑態の評価のポイント】 

空間や環境を作るために必要な造形的な視点を軸

にしたグループワークなどの活動の工夫を行い、そ

の様子や発言の内容、「別紙３：鑑賞シート」や

「資料１：学びの見通しワークシート‐振り返り」

の記述から、生徒が粘り強く自己調整をして見方・

感じ方を深めようとする意欲や態度を見取り評価す

る。 

４ 

 

発想や構想２ 
〇鑑賞の活動の学びで得た

視点や、これまで生成し
た主題を基に、空間デザ
インの機能や効果と立体
の表現形式の特性などに
ついて考え、創造的な表
現の構想を練る（資料
１：学びの見通しワーク
シート-⑤、別紙２：ア
イデアシート）。 

 
 
・教師やクラスメイトと疑

問点を解決し明確化して
いく(資料１：学びの見
通しワークシート-⑤・
相互相談会①）。 

 ・表現の意図が伝わるよ
うに、自分の想定して

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

｜ 
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【指導上のポイント】 

・自身の作品の意図や制作の方向性を「○○な空間

のための３原則」を活用して、伝えることで、他

者からアドバイスをもらい、他者の意見から得た

新しい価値観などをデザインの改善に生かし、発

想や構想を深める指導をする。 
【知の評価のポイント】  

「資料１：学びの見通しワークシート‐⑤」や

「別紙２：アイデアシート」、「別紙４：完成予想

図シート」や発言の内容などから、第３次の鑑賞活

動を通し、造形要素の働きについて捉えたり、全体

に着目して造形的な特徴からイメージを捉えたりす

ることを理解できているか、見取り評価する。 
【発評価のポイント】 

「別紙４：完成予想図シート」や「資料１：学び
の見通しワークシート‐⑤」の記述及び発言の内容
から、調べたりグループで共有したりすることを通
して、公共空間によって解決できる課題を設定し、
そのための空間や環境を作るために必要な造形的な

態鑑 鑑 

 

知 

鑑 態鑑 

鑑 知 発 態表 

４
（
本
時
）
～
５ 

６
～
７ 
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いる材料をスケールモ
デルで表すための素材
や作り方についても考
える（資料１：学びの見
通しワークシート-⑤、
別紙４：完成予想図シー
ト）。 

 
 
 
 
｜
｜ 
｜ 

 
 
 
 
｜
｜ 
｜ 

視点について考えを深め、構想に生かそうとしてい
るかを評価する。 

【態表の評価のポイント】 
生成した主題をよりよく表現するために、「○○

な空間のための３原則」を活用し、主体的に繰り返
しアイデアスケッチを描いたり、他の人と批評し合
ったりしている姿や、活動を通して変容した姿を活
動の様子や発言の内容、「別紙４：完成予想図シー
ト」の変遷やメモや「資料１：学びの見通しワーク
シート‐振り返り」の記述から見取り評価する。 

５ 
 

23  

制作  
〇発想や構想したことを基

に、創造的に表す。 
・使用を想定する材料の色

や質感など、自分の表現
の意図や工夫を、見る人
に伝達できるように、ス
ケールモデルの材料やそ
の特性を生かす技法を創
意工夫して、目的やアイ
デアスケッチなどの計画
に基づきスケールモデル
を完成させる。 

・題材の目標や作業の手順
などを確認し、制作の見
通しを持つ（資料１：学
びの見通しワークシート
-⑥、題材の流れ）。 

 
・制作の後半で途中鑑賞を

行う。目的にあった造形
ができているか「私が考
える○○な空間のための
３原則」の視点で、スケ
ールモデルを相互鑑賞
し、客観的な視点やアド
バイスを参考にして、仕
上げの作業に生かす（資
料１：学びの見通しワー
クシート-⑥・相互相談
会②）。 

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｜ 
｜ 
｜ 

 
 

｜
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｜ 
｜ 
｜ 

 
 

｜ 
｜ 
↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｜ 
｜
｜ 
 

【指導上のポイント】 
・題材の目標、用具類の特徴や使い方及び作業の手
順などの計画を改めて「資料１：学びの見通しワ
ークシート」の題材の流れを確認させ、制作の見
通しを持たせる。 

・自身のイメージした空間をスケールモデルで表現
するために必要な造形の技法について生徒が調べ
て内容をクラスメイトと共有する。要素ごとに学
校図書館やＩＣＴなどで検索し自身が活用した結
果などをクラスメイトとGoogle Classroomの共有
フォルダで共有し協働的に学べるようにする。 

・制作途中に相互相談会を行い、目的や設定した条

件を踏まえた公共空間の構想が表現できているか

確認をさせる。 

【技の評価のポイント】 
作品制作での技術の有無ではなく、生徒自身が

「資料１：学びの見通しワークシート‐⑤」で設定
したデザインの目的、自己の表したいことを具現化
できるように材料や用具の特性を理解しているか。
その効果を生かして計画に基づいて創造的に表現し
ているかを、「資料１：学びの見通しワークシート
‐⑥」や振り返りなどから、見取り評価する。 

【発の評価のポイント】 
制作途中の作品から、主題のよりよい変化や材料

や用具の選定など、再度見取り評価する。 

【知の評価のポイント】 

制作途中の作品や「資料１：学びの見通しワーク

シート‐③、⑤、⑥、振り返り」及び活動の様子か

ら見取り評価する。造形的な要素の働きや全体で捉

えることを理解しているかを、制作途中の作品や

「資料１：学びの見通しワークシート‐③、⑤、

⑥、振り返り」及び活動の様子から見取り評価す

る。 

【態表の評価のポイント】 

制作途中の作品や、「資料１：学びの見通しワー

クシート‐⑥、振り返り」、クラスメイトとの情報

共有及び、記録した活動の様子から、「○○な空間

のための３原則」を活用する。生徒が主体的に制作

に取り組み、造形的な視点を意識しながら目的や計

画に基づいて、より良い表現を目指してしている姿

や、技能を身に付けようと意欲を発揮している姿を

見取り評価する。 

 

６ 

 

24 

 

25 

鑑賞２ 
〇完成したお互いの作品を
鑑賞し、感じたことや考
えたことなどから根拠を
持って批評し合い、見方

 

｜ 
｜ 
↓ 

 

｜ 
｜ 
↓ 

 

｜ 
｜ 
↓ 

【指導上のポイント】 
・題材を通して造形的な見方・考え方を働かせ、他
者の作品からだけではなく、身の周りの公共的な空
間デザインと自分との関わりから見方や感じ方を深
め、自分の価値意識を持って感性と知性を豊かに働

鑑 

態表

 

知 

技 

態表 

態鑑 

発 態表 

知 

技 発 

発 

８
～ 

～ 
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や感じ方を深める（資料
１：学びの見通しワーク
シート-⑦）。 

・プロジェクトのプレゼン
テーションを行い、自分
のプロジェクトが実現す
ると社会や生活のどのよ
うな課題が解決できるの
か説明する。 

・生徒同士で、お互いのプ
ロジェクトを鑑賞する。 

〇題材全体の振り返りを行
う（資料１：学びの見通
しワークシート-⑧）。 

   
 
 
 
 
 
 
 
｜ 
｜ 
｜ 

 

かせたことを実感できるような鑑賞の活動やワーク
シートの問いを工夫する。 

【指導上のポイント】 
題材全体の振り返りでは、表現と鑑賞の学習活動

の関連に気付いたり、自己の学びの蓄積を把握した
り、デザインの本質に迫れるよう発問やワークシー
トを工夫する。 

【態鑑の評価のポイント】 

「資料１：学びの見通しワークシート-⑦、振り

返り」や活動の様子から、生徒自身が公共的な空間

デザインの表現の経験を生かしながら他者の作品を

鑑賞し、表現の創造活動で学んだことを関連させて

考え、見方や感じ方を深めようとているかどうかを

見取り評価する。 

  

題材の終了後  
 
｜ 
｜ 
｜ 

・ 

 
 
｜ 
｜ 
｜ 

 
 
｜ 
｜ 
｜ 

 「資料１：学びの見通しワークシート」、「別紙
２：アイデアシート」「別紙４：完成予想図シー
ト」、完成作品、制作経過の写真及び活動の様子の
記録を評価方法とする。 

【技の評価のポイント】 
完成作品とともに制作途中の作品から、創造的に

表す技術の高まりを読み取る。制作途中の作品に関
しては、各学習活動の振り返りとして Google 
Classroomに提出された「学びの記録」の制作経過
の写真を参考に行う。 

【発の評価のポイント】 

制作途中の作品や完成作品、「資料１：学びの見

通しワークシート-④、⑤、⑥」、「別紙２：アイ

デアシート」及び「別紙４：完成予想図シート」か

らも、造形要素の働きについて理解が深まり、主題

や表現の意図や工夫など発想や構想が変化していく

過程や高まりを読み取り評価する。 

【鑑の評価のポイント】 

「資料１：学びの見通しワークシート-⑦」か

ら、生徒自身が公共的な空間デザインの表現の経験

を生かしながら他者の作品を鑑賞し、表現の創造活

動で学んだことを関連させて考え、見方や感じ方を

深めているかどうかを見取り評価する。 

【知の評価のポイント】 

本題材では、共通事項の造形的な視点を働かせて

主題を生成することから、〔共通事項〕の指導内容

を理解しているか実現状況を完成作品や「別紙４：

完成予想図シート」等から見取り評価する。 

＝「知識・技能」の知識に関する  
記録に残す評価規準  

＝「知識・技能」の技能に関する 
記録に残す評価規準 

＝「思考・判断・表現」の発想や構想に 
関する記録に残す評価規準 

＝「思考・判断・表現」の鑑賞に関する 
記録に残す評価規準 

＝表現における「主体的に学習に取り組む 
態度」に関する記録に残す評価規準 

＝鑑賞における「主体的に学習に取り組む 

態度」に関する記録に残す評価規準 

 

発 

鑑 

技 

態鑑 

知 

知 

技 

発 

鑑 

態表 

態鑑 

知 

技 

発

鑑

 
態表 

態鑑 

＝「知識・技能」の知識に関する  
指導に生かす評価規準  

＝「知識・技能」の技能に関する 
指導に生かす評価規準 

＝「思考・判断・表現」の発想や構想に 
関する指導に生かす評価規準 

＝「思考・判断・表現」の鑑賞に関する 
指導に生かす評価規準 

＝表現における「主体的に学習に取り組む 
態度」に関する指導に生かす評価規準 

＝鑑賞における「主体的に学習に取り組む 
態度」に関する指導に生かす評価規準」 
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カ 授業実践例 (５時間目／25時間) 

学習活動 
評価の観点 

（評価方法） 

１．本時のねらい（第３次 鑑賞１） 

本時と次時の２時間で作者「イサム・ノグチ」の作品「モエレ沼公園」か

ら、地域の課題を解決するデザインへの価値意識を持って、様々な人が利

用する空間デザインの見方や感じ方を深める。公共的な空間の目的や機能

と調和した造形的な美しさを感じ取るために、空間や環境に関する造形的

な視点を意識し、社会性や公共性などの観点で捉えることを理解できるよ

うにする。さらに鑑賞の視点を豊かにするために「イサム・ノグチは、な

ぜモエレ沼に公園を作ったのか」という発問から、作者がどのように社会

や地域の課題を意識し主題を生成し、心豊かな発想をしているのかを考

え、表現する際に発想や構想についての資質・能力を高めることをねらい

とする。         

             

２．学習活動 (50分) 

導入 （３分） 

・ 「学びの見通しワークシート」を活用し、本時の学習の流れとねらいを

確認する。 

 

展開１ (７分) 

彫刻家「イサム・ノグチ」の作品や生涯から表現の独自性や創造性などを

考える。 

・ イサム・ノグチの肖像写真から、どのような人物か推測する（図１）。 

・観察して感じたことを近隣の生徒やクラス全体で共有し、なぜそのよう

に感じたのか、肖像写真を基に考え、作者に関心を持つ。 

・イサム・ノグチの照明器具「あかり」、遊具「オクテトラ」「ブラックマ

ントラ」などのデザインの作品を中心に画像で紹介し、生い立ち及び影響

を受けた文化や芸術家、活躍した時期や国について説明を聞く。各自が想

像した人物像との共通性や違い、作者の主題について考え、作者に親しみ

を持つ。 

【態鑑主体的に学習に取

り組む態度】 

・活動の様子  

展開２ (35分) 

作品「モエレ沼公園」の鑑賞から来園した様々な人が楽しくなったり癒され

たりする遊びの空間、そしてその目的や機能との調和し洗練された施設や公

園全体の空間の美しさを感じとり、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫

について考える。グループごとに感じたり、考えたりしたことを共有し、自

己の考えを広げる言語活動を行う。 

・モエレ沼公園内の各施設の造形と公園全体の空間を、それぞれ鑑賞し、空

間や環境を作るために必要な造形的な視点を働かせることを理解する。 

・八つの施設の中から、１グループで一つ選ぶ（図２）。 

・個人活動１…１人１台端末で、検索した施設画像を観察し、第一印象、

特徴、印象と形状や配色、素材、その場の雰囲気、目的など、感じ取っ

たことをワークシートにまとめる。さらに施設の目的や機能について、

モエレ沼公園の公式ウェブページの施設紹介を調べ、目的や機能との調

和した美しさなどについて感じ取ったことを、グループのメンバーに伝

えるために整理して、まとめる（図３）。 

・個人活動２…個人活動１で感じ取ったことを基に、作者の社会に対する

思いや考え、施設を訪れる人への配慮、作者の創造的な表現の工夫につ

いて考える。展開１で学習した作者の作品や生涯から、表現の独自性や

創造性などについて考えたことをグループのメンバーに伝えるために整

理して、まとめる。 

・グループ活動…自分が施設から感じ取ったことや、考えたことを共有す

る。施設のよさや面白さをクラス全体に紹介するために、更に意見を出

し合い、まとめる。 

【知知識・技能】 

・発言の内容 

・別紙３-鑑賞シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ モニター画像 

図２ 活動の様子 

 

図３ 個人活動１の様子 
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・各グループでまとめた施設のよさなどについて、全体に発表を行う。発

表の順番は、公園の中心的な施設の「ガラスのピラミッド」、象徴的な

構造物「モエレ山」を序盤にして３～４グループ発表する。それぞれ１

人１台端末で検索した施設画像を鑑賞し、発表を聞いて、自分が感じた

ことを整理する。 

・発表できなかったグループは次回発表する。 

・鑑賞シートの「公共的な空間のデザインに必要なことはなんだろう」と

いう発問に対して、自分の考えを記述する（図４）。 

・「なぜ、イサム・ノグチは、モエレ沼に公園をつくろうとしたのか」と

いう発問に対して、現時点での自分なりの考えを記述する（図５）。 

・作品を鑑賞し発表したり、発表を聞いて感じたり考えたりしたことを学

びの見通しワークシートの振り返りに記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【態鑑主体的に学習に取

り組む態度】 

【鑑思考・判断・表現】 

・別紙３-鑑賞シート 

 ・題材の学びの見通

しワークシート‐

振り返り 

まとめ・振り返り(５分) 

次回以降の流れを確認する。本時の振り返りをする。 

本時のまとめにおける想定する生徒の姿 

公共的な空間デザインの作品の良さを造形的な視点で捉えることを理解し、理解したことを生か

して鑑賞したり、作者の生涯やその他の作品などに対する思いや考え、クラスメイトの意見などか

ら、モエレ沼公園に対する作者の心情、意図及び工夫について、感じたり考えたりしたことを言葉

で整理し、見方や感じ方を深めている。 

生徒Ｂは、「私はこの公園に行ったことがあるが、発展している札幌に大自然を生かした公園が

あっていやされた。人工物だが自然と調和している建造物が広大な北海道の土地にあっていた。デ

ザインの活動では、他人からの視点や、全体にまとまりがあるかが大切だと考えました。」と整理

して自身の鑑賞シートの回答（図４、５）をまとめていた。 

３.次時について 

引き続き、グループの発表後、各施設のよさをま

とめ、モエレ沼公園全体を捉えて、施設の幾何学的

な配置の美しさや、自然環境を余白として生かし、

施設の幾何学的な造形の美しさを引き立たせるなど

の工夫を感じ取る。主題を表現するための創造的な

工夫を考えるために、空間や環境に関する造形的な

視点を意識して、「モエレ沼公園の○○な空間のた

めの３原則」を考え、クラスで共有する（図６）。

さらに、「なぜ、イサム・ノグチは、モエレ沼に公園をつくろうとしたのか」という発問に対して

考えをまとめるために、作者の作品に込めた思い、作品の背景にある意図や、その工夫ついて調

べ、地域の課題を解決した公共的な空間デザインとしての「モエレ沼公園」について価値意識を持

ち、見方・感じ方を深める。また、鑑賞の活動を通して、自身の主題や構想を再検討し、表現の構

想を練っていく。 

研究実施校：神奈川県立横須賀総合高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月10日(木)３校時 

授業担当者：渡邉 美樹 教諭 

授業クラス：１年３・４組合同クラス 

 

図６ クラスで考えたモエレ沼公園の○○
な空間を作るための３原則 

図４ 別紙３-鑑賞シート⑧の生徒Ａの記述・鑑指導に生かす評価 

図５ 別紙３-鑑賞シート⑪の生徒Ａの記述・鑑指導に生かす評価 
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(2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

美術・工芸部門では、令和３年度に、題材で扱う〔共通事項〕に示されている知識を焦点化して指導

した実践が契機となり研究を重ねてきた。育成すべき資質・能力を明確になると、教師も生徒も学習の

成果を的確に捉えやすくなり、題材の指導改善に学習評価を生かす「指導と評価の一体化」の意義や効

果を実感したためである。 

また「指導と評価の計画」についても、同様の実感があったことから、令和５年度は、「指導と評価

の一体化」の実現に向け育成すべき資質・能力と評価の場面を明確にするために「題材の学びの見通し

ワークシート」を作成し実践を行った。 

そこで、令和６年度は、「題材の学びの見通しワークシート」の作成とその活用が、授業改善に向け

て育成すべき資質・能力を明確にし「指導と評価の一体化」を実現するためのツールとして有効か、ま

た、Google Classroomの活用が、生徒の粘り強い取組や、自己調整をしようとする姿を見取ることに

有効かについても検証することとした。 

ア 「年間を通して、着目させたい造形的な視点」 

実践校では、〔共通事項〕に示されている知識の中でも、「余白の効果」について年間を通して焦

点化して指導している。平面における構成や、立体において空間の余白に着目し捉えることについて

理解を深めることをねらいとしている。後半における制作活動で、生徒が主題を表現するために知識

の活用ができるように、早期に指導の成果を的確に捉え、知識の実感的な理解を図る支援や指導に生

かしていく。題材における前半の各活動の言語活動で余白の効果を捉えることができているかを見取

れるよう学習活動を工夫した。 

 

イ 「○○な空間のための３原則」 

主題に基づいた空間を表現するために、視点を三つ程度設定させ「○○な空間のための３原則」と

することを検討した。生徒には、自分が構想した公共的な空間に訪れる様々な人の立場について考

え、デザインの意図について、プロジェクトのプレゼンテーションで語るための手段として活用でき

るようにした。「○○な空間のための３原則」については、2021年に東京国立近代美術館で開催され

た企画展「隈研吾展 新しい公共性をつくるためのネコの５原則」の展示構成がヒントになった。展

覧会では、建築家隈研吾本人が世界各国に点在する作品から公共性の高い建築について、ネコの目線

から「孔」「粒子」「斜め」「やわらかい」「時間」の五つに分類し５原則として写真や模型で紹介

していた。 

ウ デザイン分野に応じた学習内容の理解について～表現と鑑賞の学習活動の相互の関連～ 

実施校においては、本題材が初めてのデザインの学習となる。デザイン分野に応じた考え方や学習

内容の見通しを持つための工夫が求められた。本題材のイサム・ノグチのモエレ沼公園の鑑賞では、

公共的な空間の機能と目的との調和のとれた洗練された美しさやよさを楽しみ、作品の背景を調べる

などして作者の心情や意図と創造的な工夫について見方や感じ方を深めさせた。「なぜ、イサム・ノ

グチは、モエレ沼に公園をつくろうとしたのか」という発問をきっかけに、生徒が作品を表面的に眺

めたり、制作の参考にしたりするだけではなく、デザインの社会性についての理解を表現の活動で生

かし、表現と鑑賞の学習活動の相互の関連が図られていたかを、その後の表現活動で検証した。 

 

エ デザイン分野に応じた学習内容の理解～表現と鑑賞の学習活動の相互の関連～検証方法と検証 

３次の鑑賞１の活動によって、デザイン分野に応じた考え方や学習内容について通しを持ち、表現

の活動で生そうとしているかを、４次の発想や構想の活動と、５次の制作の活動、６次の鑑賞２のそ

れぞれの評価対象から見取る。 

デザインの社会的な役割について理解し、作者の心情や意図と創造的な工夫について考えたことを

生かして活動できたかは、「別紙３：鑑賞シート‐⑫なぜ、イサム・ノグチは、モエレ沼に公園をつ

くろうとしたのか」の記述と照らして、鑑賞前の「資料１：学びの見通しワークシートの③-１」と

鑑賞後の「資料１：学びの見通しワークシートの③-２」の記述の内容やその変容と「振り返り」か

ら、自身のプロジェクトで解決したい社会課題に対しての考えや、工夫について考えようとしている

姿を見取った。社会課題についての記述が、３次の鑑賞の活動によって、理解が深まったかを見取

り、最終的に自身のデザインと社会課題との繋がりをどのように意識していたかを、プレゼンテーシ
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ョンで使用する「資料２：作品カード」の記述、プレゼンテーションでの発言や「資料１：学びの見

通しワークシート‐⑧題材全体を振り返る」から、社会課題に対しての思いなどのデザイン分野の学

習に向き合おうとする姿を見取った(図７)。鑑賞前は、空欄や社会課題と結び付きが弱い記述が目立

った。 

生徒Ｃは、鑑賞前の記述では、日頃の生活での公園の目的や機能に着目していたが、「別紙３：鑑

賞シート‐⑫なぜ、イサム・ノグチは、モエレ沼に公園をつくろうとしたのか」では、「札幌の壮大

な自然を子どもたちに味わってほしかったから、また大人も子どものように遊ぶ場が欲しかったか

ら」と作者の思いや意図に注目した。鑑賞後は、デザインの社会での役割を意識した課題に関する内

容に変容した（表１）。 

表１ 生徒Ｃの資料１：学びの見通しワークシートと別紙３：鑑賞シートの記述 

３次の 

鑑賞前 

自身が選択したプロジェクトで解決したい課題 

③-１の記述 

日常の辛いことや嫌な気持ち

を忘れるため 

３次の 

鑑賞 

「⑪なぜ、イサム・ノグチは、モエレ沼に公園

をつくろうとしたのか」鑑賞シート⑪の記述 

札幌の壮大な自然を子どもた

ちに味わってほしかったから 

３次の 

鑑賞後 

自身が選択したプロジェクトで解決したい課題 

③-２の記述 
夏の暑さへの対策 

また、作品を余白の効果で捉えることを理解したことを生かして活動できたかは、「余白の効果」

を捉えるような造形的な視点を活用している姿を、「別紙３：鑑賞シート⑩私が考える『モエレ沼公

園の○○な空間のための３原則』」や当日の「振り返り」の記述と照らして、鑑賞後の「資料１：学

びの見通しワークシート‐③-３、振り返り」の記述欄についての記述や、アイデアスケッチ、「別

紙２：アイデアシート」、「別紙４：完成予想図シート」、活動の様子、制作途中の作品（図10）、

完成作品から見取ることができた。特に、活動の様子から生徒が完成に近づいた作品を、余白に注目

して全体のバランスを調整したり、テーマを再確認して試行錯誤したりする姿から見取ることができ

た。また、自身のプロジェクトをどのように工夫し、社会課題を解決しようとしているかは、言語活

動を用いて、どのような工夫をしたか自身の考えや思いについて整理し、自身や他の人の発想や構想

を、客観的に捉えている姿を「資料１：学びの見通しワークシートの⑤、⑥、⑧-題材全体を振り返

る」、「資料２：作品カード」の記述や、プレゼンテーションの内容などの活動の様子と完成したス

ケールモデルから合わせて見取った。 

プレゼンテーションでは、プロジェクトについて自身が選んだ社会課題についての思いや、自身の

心情や意図と創造的な工夫について「資料２：作品カード」にまとめた内容を基に説明できていた。

完成したスケールモデルからは、多くの人が楽しんだり、癒されたりするという目的を達成するため

に、使う人の感情や想定する行動を考慮し、自然と調和した配色や、開放感のある施設の配置などの

工夫をし、自己の美意識を働かせていた姿を見取ることができた（図11）。 

例えば、ゲーム障害の増加について注目した生徒は、子どもが外で遊ぶことに夢中になり、大人は

施設を眺めて癒されるように、主題を「みんなが明るい気分になれる空間」として「海の中の公園」

を住宅街に設置することを発想し、色彩や形を工夫した空間を構想し、課題を解決しようとした。敷

地内を落ち着いた色調の青や寒色で統一し、クラゲ型の遊具や東屋など施設の配色を暖色にして色彩

対比を効果的に活用していた。また、入口から全体を見渡した時に、中央に配置した滑り台が、サル

バドール・ダリのような髭を生やした鼻で、その奥の左右対称に配置された２箇所の東屋を目に見立

てたユニークな表情になるダブルイメージの手法で、配置の工夫をした。これによって、来園した人

が、入口で自身がユニークな表情で迎えられたことで、園内で楽しく過ごす時間を期待する効果を持

たせることができた。これは、配置の工夫に加えて、色彩対比の工夫によって施設を目立たせ、「余

白の効果」を生かすことができたためである。さらに、利用者の立場に立って、大人の行為や行動を

考え、眺めて楽しむために、敷地内の植栽の形を花のシルエットに似たクラゲの幼体型にして、やわ

らかな、親しみのある印象を持たせた。また、植栽に大小をつけ、配置を工夫してリズムを感じさせ

つつ、楽しそうな雰囲気を伝えられるよう工夫した。子どもたちの行為や行動を考え、滑り台のすべ

り面を増やし、動きのある造形を構想して、使っても見ても楽しく、何度も訪れたくなるように空間

を造形的な工夫で表現した。生徒が社会課題について考え解決するために自己の美意識を働かせた姿

を完成作品から見取ることができた。 
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オ 「学びの見通しワークシート」  

「資料１：学びの見通しワークシート」は、生徒が題材の学習内容を見通して、造形的な視点を基

に、どのような考え方で思考するかを生徒一人ひとりに常に意識させ、主体的に造形的な見方・考え

方を働かせることができるように作成し活用した。 

絵画・彫刻分野では、自己の表したいことを重視して発想や構想するのに対して、デザイン分野に

おいては、デザインの社会的な役割を理解して、目的や機能などを踏まえて発想や構想することを生

徒自身が理解し自覚できるように、自分の考えを整理し視覚化する工夫をした。また教師は、題材の

早期に、支援や題材の改善ができるように、生徒の思考を見取る工夫を考えて、発想や構想の活動で

の学習状況を効果的に見取り、努力を要する状況の生徒を把握し、指導に生かす学習評価を充実させ

た（図７、８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒は主題を生成した直後に「資料１：学びの見通しワークシートの③-３」の「○○な空間のた

めの３原則」に記述する。その内容から、空間のデザインの目的や機能との調和のとれた造形的な美

しさや余白の効果を捉えることを理解できたかを見取る。また、努力を要すると把握した生徒に対し

ての個別指導に生かすことを想定した（図７）。 
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図７ 題材の学びの見通しワークシートの内容について 
 

図８ 題材の学びの見通しワークシート内容について 
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その後の活動の指導において、主題や「○○な空間のための３原則」を軸に対話するなどして指導

に生かしていくことも想定し「資料１：学びの見通しワークシート⑤、⑥」を、考えを整理して、言

語活動に生かすために活用しているか見取る。また、プレゼンテーション後に「資料１：学びの見通

しワークシート⑦-1」に、「「資料２：作品カード」」を貼付して、最終的な主題と「○○な空間の

ための３原則」の記述と「資料１：学びの見通しワークシート③」との変容を生徒も教師も見取るこ

とができるように工夫した（図８）。 

 

カ 「学びの見通しワークシート」検証方法・検証 

「資料１：学びの見通しワークシート」は、生徒が題材の学習内容を見通して、造形的な視点を基

に、どのような考え方で思考するかを一人ひとりが、常に意識して、主体的に造形的な見方や考え方

を働かせることができたかを検証する。 

生徒が自分の考えを整理し、活動に生かすことができたか、活動の様子及び言語活動での発言、そ

の他の評価対象と照らし合わせて「資料１：学びの見通しワークシートの①～⑧、題材の振り返り」

（図７、８）から見取った。 

４次の発想や構想２で、「資料１：学びの見通しワークシートの③-１、２、３、振り返り」よ

り、主題のイメージを伝えるための造形的な特徴を考えたり、主題の構想をまとめようとしたりして

いるか、「資料１：学びの見通しワークシート‐③-３」に記述された、主題や「○○な空間のため

の３原則」と「振り返り」を合わせて見取った。生徒Ｃの記述から、デザインの社会的な役割につい

ての理解から、公共的な視点から自然に注目したり、「間」に着目したりするなど、「余白の効果」

を捉えるような造形的な視点があり、前時の鑑賞２の学習活動で理解したことを表現の活動において

活用しようとする姿を見取ることができた（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、「○○な空間のための３原則」を、生徒が自身の主題を構想するために総合的に活用し、

造形を豊かに表現しようとしている様子が見取れた。また、造形要素の働きに注目できていない生徒

などを把握し、個別で対応し、支援や指導をすることができた。例えば、石や花、木など造形要素そ

のもので、３原則を構成した生徒も見られた。その際には、主題についての造形的なイメージを持

ち、構想を膨らませるために、造形要素の働きに着目できるように、相互相談会を設定した。 

生徒が「余白の効果」を捉えて制作していた姿は、題材の後半の各授業や制作の活動の様子（図

10）、題材全体の振り返りの記述から見取ることができた。生徒が完成に近づいた作品を全体イメー

ジで捉え、余白に注目して全体のバランスを調整しようとした姿を見取り評価した。 

また、「資料１：学びの見通しワークシートの③、⑦（作品カード）」より、制作の活動を経て、

意図した表現のために試行錯誤するなどの学習過程を通し

て、空間のデザインの目的や機能との調和のとれた造形的な

美しさや余白の効果を捉えことへの理解が深まったか、主題

を生成した直後の「学びの見通しワークシート③」と制作途

中の作品や、完成作品と照らして、「資料１：学びの見通し

ワークシート⑦」（表２）の変容を見取った。 

 

 

 

 

 

図10 制作途中の作品 

図９ ③－２、３ ○○な空間のための３原則の記述 主題の生成直後 
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表２ 「⑦ プロジェクトのプレゼンテーションと全体鑑賞をする」（作品カード）の記述 

 解決したい社会課題 （主題）テーマ 
私が考える 

○○な空間のための３原則 
生
徒 
Ⅾ 

三浦市の産業（農業）を 
元気付ける 

レトロな空間 鮮やか・ごちゃごちゃ・チープ 

生
徒
Ｅ 

地域の人の安らぎの場にしたい 
ひっそりと落ち着ける

ような空間 
狭い・静か・明る過ぎず 

生
徒
Ｆ 

子どもが自分の個性を出す機会
が減っていること 

自分の個性を 
出せる空間 

色とりどり・自由・個性 

 

生徒Ｃの完成作品（図11）からは、「資料１：学びの見通しワ

ークシート③-３」で、３原則の一つとして挙げた「間」を意識し

て噴水や石畳の配置に緊張感を持たせて配置しているなどの工夫

を感じ取ることができた。しかし「資料１：学びの見通しワーク

シート⑦」の「○○な空間のための３原則」の記述においては、

「余白」や「緊張感」等造形要素の働きなどを示す言葉からは離

れ、「石」や「水」などの造形要素そのものであった（図12）。

これは制作が進む中で、プレゼンテーションのためのキャッチ

コピーとして総合的に考えを整理した結果と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３原則を設定する際に、形や色彩、材料、光など感情にもたらす効果を捉える、造形要素の働きに

焦点化することも、学習を深めるためには必要であった。また、最終的に生徒の作品の制作意図や工

夫を効果的に読み取るために「資料１：学びの見通しワークシート‐⑦」の記述を想定していたが、

記録に残す評価の対象とするには課題があったので、改善策として３原則を設定した理由の記述欄を

追加した。全体として「資料１：学びの見通しワークシート」は、生徒がどのような考え方で思考し

ているかを教師が見取って学びのプロセスを読み取ることには効果的であった。 

また、題材を通して、どのような考え方で

思考し、どのように活動していくのかを見通

して学びを自己調整していたか、生徒の「資

料１：学びの見通しワークシート」の活用状

況について、事後アンケートにおいて調査し

た。ワークシートがあることで授業の見通し

を持って臨むことができましたか？の回答

は、「できた」・「まあまあできた」群は

83％であった（図13）。学びの見通しワー

クシートの活用のタイミングについては、

「先生の指示があった時のみ」の生徒が

８％だったが、授業の開始、活動中、終了

前、自身の判断で活用していると答えた生徒は、92％にのぼった。 

図13 アンケート調査の結果 
ワークシートがあることで授業の見通しを 
持って臨むことができましたか？  

図12 ⑦－２、３ ○○な空間のための３原則の記述 作品完成後 

図11 完成作品 
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活用の仕方については、「内容の確認のみ」が59％に上り、「計画が進んで変更したことや気が付

いたことを修正・加筆」をするは41％だった。具体的な活用についての自由記述では、「始まりに見

直すことで今日何をすべきなのか、目標は何だったのかを確認するため」「自分の頭の中を整理する

ため。毎回、次回の活動やテーマを確認するため」など、記録や調整に関する内容が多く、「全体の

見通しや発想をどのようにつなげるか考えることに役立てられた」などの思考の整理のために使って

いる事例や、その他のワークシートと合わせて、振り返りの欄を制作の計画に役立てている姿も見ら

れた。 

少数だが、「書く時間がかかりすぎて、作れなくなる」という回答もあった。また、生徒が役立つ

と意識できたのは、「具体的な日程や計画を把握するために役立った。」「詰まった時に友達に１回

見直してみてなど言われて見てみた時」「最初に考えたことや決めたこと、大まかなテーマから外れ

ずに制作できた」、「制作時に何をするかを落ち着いて確認できた時」と制作しながら、主題を再認

識する際に有用性を感じている回答が見られた。 

これらの結果から、「資料１：学びの見通しワークシート」が、生徒にとっては、表現の学習活動

において、見通しを持つうえで役立つことが分かった。一方で、題材を通して、どのような考え方で

思考し、どのように活動していくのかを、生徒自身が見通して、学びを自己調整するためには、ワー

クシートの内容や構成に課題が残った。 

 

キ 「Google Classroom」の活用  

Google Classroomでの、視覚的な「学びの記録」や「作り方の共有」は、生徒がクラスメイトの

学びに向かう姿から協働的に学んだり、主体的に自分の主題を表現するために技法について調べたり

完成度を上げようとしたりする粘り強い取組につながった。また、生徒が振り返って自己調整に役立

てたり、教師の指導に生かしたりして、記録に残す評価の根拠資料とできるように環境を設定した。

視覚的な「学びの記録」は、クラス共有のGoogleスライドシートに、各自でアイデアスケッチや作品

の制作過程を写真で記録させた。これは学習過程を振り返ったり、他の生徒を参考にしたり、自身の

方法や考え方と比べてみるなどの自己調整するために活用した。「作り方の共有」は全学年共有の

Googleスプレッドシートに、各自が制作の活動のために調べた技法の結果等を記録し、表現の意図に

応じた材料や用具の生かし方について学び合うために活用した。 

 

ク 「Google Classroom」の活用検証方法  

生徒が主体的に自分の主題を表現するため、技法について調べたり、完成度を上げようと学びに向

かったり、自身の粘り強い取組を振り返ったりできていたか、クラスメイトと共有した学びに向かう

姿から協働的に学んでいるか、生徒が作成した「学びの記録」や「作り方の共有」と、活動の様子、

授業後のアンケート調査選択式（４件法）の回答の割合から分析した。 

活動の様子、授業後のアンケート調査選択式（４件法）の回答の割合から分析した結果は次のとお

りである。生徒たちは他者の活動を垣間見たり、スマートフォンで他の人が紹介したサイトを参考に

したり手軽に活用していたが、制作時は机上にPCを開くことが難しかったため、当初考えていたよう

に画像を記録して学習活動の振り返りやまとめる作業に積極的に取り組めた生徒はほとんどいなかっ

た。今後は個人のスマートフォンからでもできる方法を指導しておきたいと思う。「学びの記録」は、

図14 学びの記録① 図15 学びの記録② 
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アイデアスケッチと制作の途中経過が一覧で確認でき、発想や構想と制作の流れを把握しやすいもの

となった（図14、図15）。 

表４ 他の人と制作経過を共有することは、自分の作品を制作する上で、どのように役立ちましたか。 

 

 

 

 

そのためか、クラスメイトの作品や途中経過を閲覧した

いと感じた生徒が多く、制作中に自分の作品以外を閲覧し

た回数は３～４回が最も多くなった。参考にしたいと感じ

た作品やグループ以外の生徒の途中経過を見たと答えた生

徒は40％にのぼった。授業後のアンケート調査選択式（４

件法）の回答では、「制作の進め方の参考に役立った」・

「スケッチなどから発想や構想の参考に役立った」群は

72％であったことから、発想・構想や制作のプロセスを参

考にしていたと考えられる（表４）。 

「作り方の共有」（図16）に関しては、全クラス分の生徒たちの取組を共有できるようにしたため、

作り方よりも、他クラスの友人の進捗などが活動の刺激になった様子が見られた。だが、制作の進捗

が鈍っていた生徒は例年より減少したが散見された。 

 

ケ デザイン分野に応じた指導内容の理解 検証方法と検証成果・課題改善策 

高等学校の「美術Ⅰ」のデザイン分野の指導内容として、社会課題を意識しデザインについて考え

る学習過程は、「総合的な探究の時間」の学びともつながる特徴である。「資料１：学びの見通しワ

ークシート」から見取ることができた生徒の姿からは、鑑賞の活動を通して、デザインの社会的な役

割を理解できたが、デザインの社会的な役割を理解することはできたが、発見した社会課題について

考え、目的や機能などを踏まえて使う人の立場に立って、自己の思いをつくることが難しいと感じた

生徒が多かった。生徒にとっては、目的や機能を考えて主題を生成し、造形していくことだけでも考

えることが多く、そもそものデザインの社会への役割や責任ついての考えを充分に醸成できたとは言

えない状況がみられるだろう。 

授業改善としては、鑑賞の学習活動を、題材を導入前に単独で扱うことや、調べ方の確認、時間の

確保、ブレインストーミングや思考の流れをスモールステップ化、社会課題の分野の精選などを考え

た。また、今年度は、デザイン分野の指導内容を設定したため制作時間が短縮され、急いで制作に取

り組んだ生徒も少なくなかった。制作の時間を確保するためには、目指す姿に指導していくため、指

導に生かす振り返りの場面を精査して設ける必要がある。 

次のデザインの題材に向けては、生徒自身が、今回のデザインの社会性についての理解や、「余白

の効果」を捉える視点などの学びを生かし、デザインの社会への役割や責任などについて考え、生徒

が社会や生活の課題を発見し、どのように色彩や形などを工夫して、解決することができるかを見通

して考えられるよう授業改善していく視点を得ることができたといえる。 

 

コ 「学びの見通しワークシート」成果・課題改善策 

「資料１：学びの見通しワークシート」から見取ることができた生徒の姿からは、造形要素の働き

を生かして自身のイメージする空間をスケールモデルに表現できているが、構成の美しさを捉えて造

形的な可能性を発見する視点や、立体作品などを豊かに表現したり鑑賞したりするための重要な視点

に着目することは簡単ではないことが把握できた。学習過程での机間指導では、生徒の主題や設定し

た「○○な空間のための３原則」の記述、アイデアスケッチ等から読み取った思いや意図を生かして

生徒と対話した。対話を通して、生徒が既習の〔共通事項〕に示す知識を生かし「余白の効果」以外

の造形的な視点を基にして、表現の工夫ができることに気が付く場面があった。また生徒の事後のア

ンケート調査で、題材の活動を通して「○○な空間のための３原則」を意識することで作品の表現が

変わったと回答した生徒は82％となり、生徒が自己調整の手段としていたことがいえる。改善の余地

があるが、生徒自身が視点を決めて、題材の学びに向かう手立ては、生徒が主体的に見方・考え方を

制作方法の参考に 

役立った 

制作の進め方の参考に

役立った 

スケッチなどが発想や 

構想の参考に役立った 

刺激を受け、やる気を

出すために役立った 

17％ 31％ 24％ 28％ 

図16 作り方の共有 
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働かせて取り組むための可能性を感じるものとなった。 

次の題材では、本題材で着目した「余白の効果」を活用し、さらに、構成の美しさや、空間の効果、

立体感、遠近感、量感や動勢などを捉えることを理解することができるように、指導計画の作成にお

いて、〔共通事項〕を適切に位置付け、造形的なよさや美しさを、発想や構想と鑑賞の学習活動で双

方に働く中心の考えとして取り扱うことが、重要であると考えられる。生徒には、造形要素の働きと

作品全体のイメージについて題材で着目させたい造形的な視点を通して、中学校美術での学びが生き

ることを実感し、主体的に造形的な見方・考え方を働かせることにつながるよう指導していきたい。 

本題材の改善案として「資料１：学びの見通しワークシート‐③、⑦」には、生徒の意図を読み取

るために「○○な空間のための３原則」を設定した理由を記述する欄を追加した。これらのことから

「資料１：学びの見通しワークシート」は、その作成を通して、育成すべき資質・能力が明確になり、

生徒の学習に向かう姿を効果的に見取り、授業改善に向けた視点を持つことに有効であるとした。 

 

サ「Google Classroom」の活用成果・課題改善策 

今回の題材では、まとめの時間の確保が難しかったが、生徒が自己の学びの調整をするためにも、

計画的に配置するなど学習活動に位置付けたい。まとめの時間は相互鑑賞の活動としても活用が考え

られる。全クラス分の生徒のスライドを共有ドライブに格納することもできるが、データの破損等の

トラブル回避のために、教師が定期的にバックアップする等の必要があるだろう。また代替方法とし

て、PadletやCanvaでの画像共有も考えられる。年間の「美術Ⅰ」の学びの蓄積のためにも簡易的で

効率的な方法を模索していきたい。また生徒たちは、他者の活動を垣間見たり、スマートフォンで他

者の紹介したサイトを参考にしたりと手軽に活用していたが、制作の進捗が鈍っていた生徒も散見さ

れ、十分とは言えない部分も見えてきた。特に、発想や構想の活動で主題の生成が明確にしきれなか

った生徒の手立てになったとは言えず、「資料１：学びの見通しワークシート」の成果と課題と共通

するが、発想や構想の活動で努力を要する生徒の手立てが、今後の授業改善の鍵であることが見えた。 

 

シ 今後の展望 

例年、公開授業担当者以外の参加委員の実践報告を掲載していたが、今年度は、育成が求められて

いる三つの柱で整理された資質・能力をバランスよく育むためには、内容として「何を学ぶか」とい

うコンテンツ面より、方法として「どのように学ぶか」という手立てに注目して一校の実践を委員会

で検討した。 

研究授業実施校では、これまで絵画・彫刻分野として扱っていた題材を、年間計画での分野のバラ

ンスを考慮して、デザイン分野の題材として指導内容を整理して実施した。 

デザイン分野に応じた考え方について確認する時間を設定し、例年より制作の時間が減少するなど、

作品の変容は予測できたが、手立てを通して、作品で表現しきれなかった生徒の学びに向かう姿を見

取ることができた。生徒が鑑賞の活動の意義を感じたり、自らの視点を生かして美術の授業に向かお

うとしたり、それが難しい生徒の姿を見取ることができ、授業改善の方向性を得ることができた。そ

れが難しい生徒の姿からは、授業改善の方向性を得ることができた。Google Classroomの活用を通

した協働の活動は、実施校の生徒が持っている力を生かした学び合いの可能性を感じる取組になった。 

今回の研究は、方法として「どのように学ぶか」という手立てに、注目した取組だったが、内容と

して「何を学ぶか」というコンテンツを丁寧に見直すことにもつながった。改めて、方法として「ど

のように学ぶか」という手立てを考えるためには、資質・能力の「どのような力が身に付くのか」と、

そのための内容として「何を学ぶか」を丁寧に押さえていくことが基本であることを実感した。また、

「題材の指導と評価の一体化」の実現に向けた取組や、「どのように学ぶか」という学習の手立てが、

生徒にとって的確であるかを評価し授業改善の方向性を示すことも同様であるだろう。 

今回、指導と評価の一体化によって見えた課題は、各学校にも共通するといえるのではないか。現

行の学習指導要領においては、生徒一人ひとりが内発的な動機に基づいて、デザインの社会的な役割

や社会課題、作者の表現の工夫、造形的な視点を基に自己の思いを形にするなどの多様な観点から、

学習に主体的に関わりを持ち、造形的な見方考え方を働かせる授業づくりが求められている。美術・

工芸部門としては、ＰＤＣＡサイクルを回し、今回の実践を基に、美術・工芸の資質・能力の育成の

ための『指導と評価の一体化』の実現への取組を共有できるよう、今後も研究の充実を目指していき

たい。  
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